	表題：第２回DSC総会

	日時：

2008/9/03　16:10～17:00
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス西校舎ホール
	記録：egawa
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	１．開会

進行石戸、議長に中村会長を選任

議長より議事録署名人の選出

現理事から、川添様、阿良田様、窪田様を選任

本日の総会は、ご出席、委任状および議決権行使書の提出が合計55社となり、総会開催の定足数を満たし有効に成立しております。

コンソーシアムの拡大とともに体制の改編が必要になってきています。総務省に予算要求をしていくことも考えられ、ガバナンス強化する必要があります。

２．報告事項

２－１　事務局体制の変更

昨年までプラットイーズが担当していましたが、今年度から融合研究所に変更になりました。それに伴い、現行事務局長の江口を専務理事に、事務局次長の石戸を事務局長に変更いたします。この件につきましては、後ほど詳しくご説明します。なお、事務局員は荒木が8月末で契約満了となった以外は変更はございません。

２－２　調査研究会

デジタルサイネージ産業が直面する課題解決、新市場の創出、生活シーンにおけるサイネージ経験価値向上を目的として発足。産官学連携として行います。

構成員については未定ですが、近日中に固めて会員の方々の参加方法も併せて案内します。

２－３　部会運営方法の変更

報告事項３の資料の通りに体制を変更し、広報部会は廃止し、調査研究会を新たに発足させます。配信部会は名称を変更いたします。

２－４　今後のスケジュール

報告事項４の資料のとおりです。
３．審議事項

・第1号議案　定款変更について

DSCが一般社団法人化を目指すにあたり、ガバナンス強化が必要となります。そのために、今の規約を改め、新たに「定款」と変更いたします。こちらについては、一般の公益法人の運営法を踏まえてのことです。大幅な変更がありますので、新旧対照表を参照していただきたく存じます。

なお、会費は月割で端数が出ないように変更いたしました。こちらについては、運用上来年度以降の適用となり、途中入会の会員についても今年度中は、現規約を適用することとします。

さらに、会員種別につきまして、理事会員を特別会員に名称を変更いたしました。

入会条件を変更したことに加え、会員権限についても、準会員は勉強会等に出席できないこととしました。ただし、現行の準会員2社については、今年度中は規約を適用させていただくこととします。

また、体制の変更については、役員と理事の関わり方など組織体系が不明確であったため、理事会と評議会に変更し、役職者は理事の互選によるといたしました。

権限については、理事会では予算、収支計画などを行います。更に、評議会を新設し、理事会に対する評価と助言することとします。

・第2号議案　役員の選任について

審議事項関連資料６のとおりです。
質疑応答

・公益法人とのことだが、当初NPOとして発足していると記憶しているが、どうなるのか。特に会費の処理について税金処理が気になる。

⇒これまでDSCがNPOであったことはなく、任意団体として存在してきた。その中でNPOを含めた公益法人化を検討し、一般社団法人が適当と考えています。

・定款に記述があっても良いのでは？

⇒審議事項であり、議論が済んでいないため、今回定款には記入しておりません。

・会費を払った時、税金の処理はどうするのか？

⇒利益が出たりすると法人税が発生し、事務局で処理する。決算時に公表します。

・新定款10章55条公告を「この法人の掲示場に掲示する」とあるが、任意団体では？

⇒タイプミスであり、「団体」とします。

・「借入」についての記述も必要あるか？

⇒政府のひな形に沿って作成してあるので適当だと考えます。

仮に借り入れを行う場合、事務局として行うのか、コンソーシアム名義でできるのかという話ですが、代表者名で借りることになります。また、現実的には本当に借入を理事会で決定することは考えにくいと判断しております。
・31条の理事会権能の借入の条項は削除すべきでは？

⇒逆に借入をなくすメリットは会員にありますか？理事会マターか総会マターか、という話であるということでしょうか？

・理事会権能ではなく、総会で決めるように変更すべきだと思う。
・負債が会員企業に影響することはないのか？

⇒団体の代表者名で借り入れることになることと、共同組合ではないので会員企業に無限の負担義務があるということはありません。（株主のようなもの）

議論を整理します。任意団体として発足して1年少し経ち、2年後3年後どうしていくかという議論をしましょう、ということで体制の変更が審議事項に上がっています。今日この場で変更をするとして、条文削除のデメリットとしては委任状ですでに議決権行使（承認）している方がいるので取り直しが必要になります。

ひとまず条文は今回このままとしておき、運用上もしも借入が必要になる場合には事前に総会に諮るようにするということでいかがでしょうか？

⇒結構です。

・会費変更の実際の施行はいつから、という取り決めはあるか？

⇒細則（審議事項関連資料１の末尾）で会費の変更については表示しています。

一部文言の修正がありましたが、第１号議案の定款の変更および第2号議案の役員の選任についてご承認いただけるということでよろしいでしょうか。

⇒承認いただきましてありがとうございます。

以上をもちましてデジタルサイネージコンソーシアム総会を終了いたします。

以上


